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「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」を
原
市
の

上か
み
し
ん
ま
ち

新
町
で
下
車
し
、
か
つ
て「
三
・

八
」の
市
で
栄
え
た
原
市
大
通
り

を
南
下
す
る
。
バ
ス
停
名
は「
上

新
町
」と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
近

世
期
の
原
市
が「
上
新
町
、
上
町
、

中
町
、
下
町
、
下
新
町
」の
五
町

構
成
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
で
あ

る
。
幕
末
期
の
原
市
の
石こ
く
だ
か高
は
一

千
七
十
六
石
余
り
、
市
域
の
宿
村

で
は
最
高
で
、
上
尾
宿
が
六
百
十

九
石
余
り
な
の
で
、
原
市
は
一
・

七
四
倍
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
る
。

近
世
末
期
の
家
数
は
二
百
三
十
五

軒
、
上
尾
宿
は
百
七
十
軒
な
の
で
、

こ
れ
ま
た
市
域
の
宿
村
で
は
最
も

多
い
家
数
で
あ
る（『
上
尾
市
史
第

三
巻
』・『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』）。

　

と
こ
ろ
で
明
治
三
十
五（
一
九

〇
二
）年
に
刊
行
さ
れ
た『
埼
玉
県

営
業
便
覧
』は
、
県
内
の
各
町
の

商
店
の
所
在
を
示
し
た
好
資
料
で

あ
る
が
、
同
時
に
幕
末
期
の
商
業

状
況
を
推
察
す
る
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。
今
こ
こ

で
原
市
・
上
尾
町
の
項
を
見
る
と
、

当
時
の
同
町
の
商
店
所
在
状
況

が
、
実
に
明
確
に
眼
前
に
現
わ
れ

て
く
る
。
原
市
町
に
は
木
綿
・
白

木
綿
商
が
五
軒
、酒
造
業
が
三
軒
、

機
織
物
業
が
二
軒
、
人
力
車
業
が

四
軒
あ
る
が
、
上
尾
町
に
は
全
く

な
い
。
木
綿
商
人
が
多
か
っ
た
こ

と
は
、
周
辺
地
域
が
綿
作
地
帯
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、
木
綿
を

扱
う
大お
お
だ
な店
が
所
在
し
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。
人
力
車
業
者
が
四

軒
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
原
市
町
が

脇わ
き
お
う
か
ん

往
還
な
が
ら
も
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
乾

物
屋
、
魚
商
は
原
市
に
は
七
軒
も

あ
る
が
、
上
尾
町
は
一
軒
の
み
で
、

原
市
が
市
場
町
と
し
て
栄
え
た
名

残
を
と
ど
め
て
い
る
。
上
尾
町
は

明
治
十
六（
一
八
八
三
）年
に
鉄
道

の
駅
が
開
設
さ
れ
、
鉄
道
関
連
の

業
者
も
所
在
す
る
が
、
め
ぼ
し
い

状
況
は
料
理
・
飲
食
店
が
十
六
軒

と
多
い
く
ら
い
で
あ
る
。
上
尾
に

は
原
市
に
な
い
銀
行
、製
糸
工
場
、

本
屋
が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け

か
氷
屋
が
三
軒
も
あ
る
。
当
時

「
氷
」は
山
間
の
製
氷
所
よ
り
運
ん

で
い
た
の
で
、
こ
れ
も
駅
の
開
設

と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

近
世
期
の
原
市
町
で
は「
三
・

八
」の
市
が
開
か
れ
た
た
め
、
ど

の
家
も
道
路
に
面
し
て
広
い
前
庭

を
持
っ
て
い
た
。
現
在
道
路
も
拡

張
さ
れ
て
前
庭
も
狭
く
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
原
市
大
通
り
を

歩
く
と
、
各
所
に
そ
の
名
残
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
土
蔵
作
り
や

大
店
の
遺
構
を
持
っ
た
家
も
、
原

市
大
通
り
を
南
下
す
る
と
各
所
に

見
ら
れ
、
こ
こ
が
か
つ
て「
市
場

町
」で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ

て
く
れ
る
。
上
町
、
中
町
な
ど
の

古
い
町
場
の
構
成
は
、
大
通
り
を

歩
く
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い

が
、
古
い
石
碑
の
中
に
も
町
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
訪
ね
る
の
も
、
原
市
大
通

り
を
歩
く
楽
し
み
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か（『
上
尾
百
年
史
』・『
埼

玉
県
営
業
便
覧
』）。
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長屋門長屋門長屋門

原市大通りを歩く

市の人口・世帯
（平成24年2月1日現在）

22万7,205人
男／11万3,446人
女／11万3,759人
　※前月より30人減。

9万3,083世帯

上尾の古い地名を　こう
252
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「市場町」の名残がある旧家の長屋門

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で5人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、『広報あげお』
の感想を記入して、3月21日（水）まで（必着）
に上尾市広報課「わくわくクイズ係」へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
ﾒｰﾙｱドﾚｽ : s55000＠city.ageo.lg.jp
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は４月号のこのコー
ナーで。前号の答えは「22」でした。ご応募あ
りがとうございました（応募者36人）。

平成24年度から、市の各種保健サービスを紹
介する『上尾市○○カレンダー』を発行します。

 （ヒントは7ページ）

本紙は、再生紙を使用しております。

◆『広報あげお』は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅の他、市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”を利用してください。

※「上尾の古い地名を歩こう」は今号で終了です。次号からは「古文書にみる宿場と村の生活」を連載します。お楽しみに…。


